
広島県廿 日市市

宗高尾城跡検出の地鎮の研究

木 下 密 運 ・西 山要 一一・浅 岡俊 夫 ・藤 田広 幸

1.遺 跡の概 要

宗高尾城は広島県廿 日市市上平良宗高尾山にある中世 ・戦国期の山城 として知られていた。廿日市市は広島県の

西部、広島市の西隣に位置 し、地名のとお り広島湾に面 した海岸沿いに発達 した市場町として開けた。その眼前に

は、1996年12月 、世界文化遺産に登録された安芸宮島の厳島神社が鎮座 し、海面に浮かぶ鳥居 と社殿群 を望むこと

ができる。南北朝期には廿 日市付近は 「佐西の浦」と呼ばれ、厳島神社へ渡る船着 き場があったことが記 されてお
ぐ1)

り、厳島神社へ参詣する人達の宿場を兼ねた門前町が形成されていたと考えられる。また、室町時代、廿日市は

「宮廿 日市」とも呼ばれてお り、宮島との関係の深さが窺える。因みに、2005年11月1日 、宮島町は大野町と共に

廿 日市市と合併した。

宗高尾城が存在した丘陵は、廿日市の由来となった市場町の西側に、ほぼ東西に広島湾に向かって衝立のように

伸び、海中に没する。そのため、陸上交通はこの丘陵で遮断された形になり、さらに、廿日市の町屋あたりは砂堆

が形成され、干潟や入 り江など低湿地が広がって東西交通の要衝となっていた。事実、戦国時代には図1に 見るよ

うに丘陵上にほぼ等間隔に置かれた5つ の城砦が自然の要害を巧みに利用し、人工的にも交通を遮断して西方から

の守 りを固めていたのである。その5つ の城砦の要 となったのが宗高尾城で、さらに桜尾城を核 とする安芸側の防

衛網ができあがっていた。海上交通の面でも、長門 ・周防から安芸への門戸に当たるこの地は、宮島との間が大野

瀬戸と呼ばれ、非常に狭い水道を形成 した交通の要衝である。1555(弘 治元)年 、中国地方の覇権をもくろむ毛利

元就がそのことをよく知って、山口に居て防長に覇を唱える大内氏の武将陶晴賢を宮島に誘 き出し、奇襲をかけて

勝利 した厳島合戦は有名である。その結果、大内氏は滅び、元就は中国地方の覇権を手にする足固めを築いたので

あった。

一方、古代においては、この地域は安芸における宗教活動の一大拠点をなしていた。廿 日市の背後にそびえる山

頂には、宮島の弥山と南北に対時するように、今も極楽寺が法灯を伝えている。その極楽寺と弥山とを結ぶ線上、

廿日市側の海岸には厳島神社の外宮である地御前神社が、宮島の海岸には厳島神社が祀られている。厳島神社は、

平安時代末、平清盛の加護のもとに急速に成長し、安芸の一宮 としての地位を獲得する。それまでは、廿日市市平

良にある速谷神社が安芸国の国造成立に関わりをもつ 「式内社」 として一・宮の地位にあった。速谷神社は極楽寺の

南麓、可愛川の扇状地に鎮座 し、弥山からは磁北上に位置 している。また、後述するように宗高尾山頂からは、山

城が築かれる以前の山岳信仰に関連すると思われる遺構、遺物が検出されている。宗高尾山も、ほぼ極楽寺と弥山

を結ぶ線上にあり、速谷神社とは750mの 指呼の問にある。このように、この地域は宮島の弥山と極楽寺を結ぶ山岳

信仰にまつわる宗教上の強い結び付きが感 じられる地域を構成 していた、 と思われる。

宗高尾城跡の発掘調査は、七尾土地区画整理事業にともない同発掘調査団(団 長 石田米孝)が 組織 され、廿 日

市市教育委員会の藤田広幸を調査主任として、1994年 から翌95年 にかけて実施された。発掘面積は山頂の主郭を中

心に周囲に配置された曲輪など約6000㎡ におよび、大きな成果が得 られた。その調査概要は 『廿 日市市 宗高尾城
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図1城 跡の分布位置図(明 治27年 測図の 「廿 日市」1/20000陸 測図を1/25000に 調整)

図2宗 高尾城跡の曲輪配置図
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跡 丹渡尾城跡 一発掘調査の概要 一』 としてまとめられている。因みに、宗高尾城跡一帯は発掘調査終了後、直

ちに区画整理のため削平され、昔 日の面影は何 も留めていない。

2.地 鎮 に ともなう遺構 と遺物

〔遺 構〕

宗高尾城は標高93mの 山頂を中心に、尾根づたいに連なる郭(曲 輪)群 と堀切などで構i成された山城である(図

2)・ 主郭となる山頂には東西約50m、 南北約26mの 卵形をした平場が形成され、大小の掘立柱建物数棟など城郭に

伴う遺構が配置されていた。今ここで取 り上げようとする遺構 は、この平場の西端部中央から検出された土坑でSK

-1と 命名されている(図3) 。SK-1は 結論から言えば、その形態と埋納遺物か ら見て地鎮にともなう遺構にな

ろう。ただし、SK-1は 平安時代末期から鎌倉時代にかけてのものと推定され、山城にともなうものではなく、築

城以前に造 られたものと考えられる。おそらくSK-1に ともなう建物などの施設が周辺にあったのであろうが、築

城にあたって大幅に平場が削平されるなどしたため、SK-1に ともなう施設はことごとく痕跡が残らないまでに破

壊 され、地中に穿たれたSK-1だ けがかろうじて残ったものと思われる。

SK-1(図4・9)は 、一辺の長さが1m前 後の南北軸にやや長い隅丸状の方形を呈す。その構造は、まず全体

が15cm～20cmの 深さに掘られ、さらに土坑の中央部と東西南北四辺中央5つ の穴を掘 り窪め られた二重構造 になっ

ている。中央部に穿たれた土坑は南北50cm× 東西20cmの 長楕円形を、東西南北四辺中央の土坑は直径20cm～25cmの

略円形を呈 し、それぞれの深さは10cm～15cmで ある。

これら5つ の土坑のうち中央土坑には青銅製花瓶と土師皿4枚 が、他の東西南北4つ の土坑には土師皿が5枚 ず

つ埋納されていた。中央土坑に納められた花瓶 と土師皿の位置は、花瓶が中央土坑の真ん中に置かれるのではなく

土坑の北端に置かれ、土師皿が中央に配置 されていた。花瓶は正立した状態に置かれていたが、土師皿は整然と積

み重ねられた状態ではなく、すべての土坑に共通 して全体に雑然 と広げられた状態であった。中には2枚 重なった

ものや側面を上にして立ったものもあり、丁寧に埋められたという印象はない。そして、以上のように方形土坑に

花瓶と土師皿が一定の法則に則って埋め戻されたのち、方形土坑の四隅に小型土師皿が2枚 ずつ重ねられて配置さ

れていた。

このような花瓶と土師皿の配置と埋納は、ある意味で特殊であり、明らかに何 らかの祭祀法則に則ったものであ

る。それが宗教的な施設にともなう鎮壇遺構か、またはある一定の土地を鎮めるための地鎮遺構なのか、それを明

らかにする物的証拠が検出されておらず特定できないのが実情である。 しかし、SK-1が 置かれている位置が、海

側から尾根づたいに山頂に登 り詰めた所、つまり山頂の東端部に位置しているところ鑑みて山頂を前にして地鎮め

を行った祭祀=地 鎮祭祀の遺構 と見てよいだろう。

〔遺 物 〕

青 銅 製 花 瓶(図5-33・10・11)

この 花 瓶(賢 瓶)は い わ ゆ る 「亜 」 字 形 を呈 し、 亜 字 形 花 瓶 と呼 ば れ る もの で あ る 。 出 土 した 時 に は 蓋 が な か っ

たが 、 内 部 に土 が詰 まっ て い な か っ た こ とか ら、 本 来 木 製 の蓋 が され て い た と推 定 され る 。 また 、 金 剛 峰寺 大 門 出

土 花 瓶 の よ うに5色 の紐 をか け た痕 跡 は見 られ なか っ た。

花 瓶 は 、 口径3.8cm、 胴 径5.5cm、 脚 径4.8cm、 器 高9.6cmを は か り、 遺 存 状 態 が た いへ ん 良 い 逸 品 で あ る。 口縁 部 は

垂 直 な外 面 をつ く り、 そ の 上 端 と下 端 に沈 線 状 の 段 を有 す 。 口唇 部 は肥 厚 し、 上 端 は わず か に 内傾 す る面 を もつ 。

頚 部 は 直立 し、 そ の 中央 に2条 の 突 帯(紐 飾 り)を もつ 。 胴 部 は高 さの な い寸 詰 ま りの琵 琶 形 に近 い球 形 を呈 し、
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図3宗 高尾城跡主郭部の遺構配置図
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その上部(肩 部)と 下部に圏線状の段がめ ぐる。脚柱部

(腰部)は 、頚部同様、胴部に向かって直立 し、その中

央に2本 の突帯(紐 飾 り)が め ぐる。脚裾部も口縁部同

様、ハの字に開き、端部が肥厚 し、垂直な外面を有 し、

その上端と下端に沈線状の段 をめ ぐらす。胴底には底板

をもつ。

花瓶の中には、真珠、焉璃、瑠璃、水晶、金箔、籾殻
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図6宗 高城跡出土金属製品

く3ラ

などが紙 と共に納められていた。供養壇法を記した 『佛説陀羅尼集経』には壇法に用いた品が記されている。『巻

第四』には 「一金二銀三真珠四珊瑚五號珀」の五寳 と 「一大麦二小麦三稲穀四小豆五胡麻」の五穀が、『巻第十二』

には 「一金二銀三真珠四珊瑚五虎珀六水精七瑠璃」の七寳 と 「一大麦二小麦三稲穀四小豆五胡麻」の五穀があげら

れてお り、これら五寳五穀、七寳五穀の寳を砕 き五穀に混ぜて5つ の孔に埋めるとしている。花瓶から検出された

ものは 『佛説陀羅尼集経』に記 された寳穀に一致 している。おそらくそれに準 じた五寳 ・五穀 ・五香 ・五薬などが

用意され、それらを紙に包んで花瓶に埋納 したものと思われる。

亜字形花瓶は密教に欠かせない法具の一つ とされ、五寳 ・五穀 ・五香 ・五薬を入れて浄水 を盛って壇の四隅など

に配置されて用いられる。そのため伝世されることを常 とするが、その数はそう多 くはない。 また、経塚や墓など

に埋納 されたり、山岳信仰で使用されたのち遺棄されたものが発掘によって出土 しているものの、これとて多くは
く4)

ない。ある程度まとまって掲載されているものとしては、現在のところ、奈良国立博物館監修の 『密教法具』に1

点もの34個 と5個 一組のもの2組 の36個 が写真と実測図で もって集成されているのを唯一・とする。ただしこれにす

べてが掲載されているわけではなく、これに漏れているものや後に出土発見されたものを含めたとしても、その数

はおそらく倍以上にはならないであろう。数量の少ないことに加えて、紀年名の刻されたものが少なく製作時期を

特定しにくいこともあって、今のところ系統だった編年は行われていないのが実情のようだ。ただ、大まかな時代

一21一
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図8亜 字形花瓶 の口径 ・胴径 ・脚径の対比

的特徴について岡崎譲治氏は 「古いものは口が広 く、肩が張 り、首 と腰の締った器形を保ち、また首 と腰の紐飾 り
(..-i　

が細 く、全体に薄手の鋳製であり、底板のない」 とし、鎌倉時代以降になると 「総体に厚手の鋳造 となり、高さに
く6ラ

比 して口の開きが小 さく、全体に丈高で首や腰が太く作られて くる。また銅板の底板を用いるようになる。」 と説

かれているものの、亜字形花瓶の製作開始時期やその変遷、消長などは追究されていない。

そこで、おおむね年代順に掲載 されている奈良国立博物館監修の 『密教法具』掲載資料を中心に一・定の方向性を

もたせて4期 に編年し、宗高尾出土花瓶の年代観について若干触れてみたい。ただし、室町期以前を対象とし、そ

れ以後は考慮しない。

1期

静岡県の修禅寺裏山墓地出十資料(図7-1)を 基準とする。現在のところ最も古いものと考えられているが、

同型式の ものは他に見つかっていない。主な特徴は、

①器厚は口縁部か ら脚部まで一定である。

②胴部は逆台錐形を呈 し、底部は水平である。

③最大径が胴部の肩にあって肩が張 り、高さも全高の半分以上あり、口頚部 と脚部の大 きさに対 し胴部の占め

る割合が大 きい。

④脚部は、脚裾径が口径よりも小さく、全体に綾小で不安定である。

⑤口縁部外面 と脚部外面、頚部、脚柱部(腰 部)、 胴部に沈線や紐飾 りなどがなく、素紋である。

があげられる。

H期
くア　

奈良県朝護孫子寺所蔵資料(図7-3)と 栃木県日光男体山二荒山神社出土資料(図7-2)を あてる。その特

徴は、

①器厚などは1期 と同じく一定であるが、口頚部、脚部共に高さと太さを増し、長大化の傾向が見られる。

②脚裾径が口径と同じか、やや大きくな り、安定感が出てくる。

③胴上部(肩 部)に 段圏線をめぐらす。二荒山神社出土資料には胴の下部=脚 部との付け根にも段圏線をめぐら

してあり、紋様化の傾向が出て くる。

のように新 しい要素が取 り入れられる。事例が増えれば2小 期に分けられるかもしれない。
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図9SK-1地 鎮遺構検出状況

図10SK-1出 土遺物のすべ て

皿期

飛躍的に数を増 し、全体の形態に定形化が見られる。その代表に和歌山県那智経塚出土資料(図7-4)を 掲げ

ておく。その特徴は、

①口頚部、胴部、脚部の高さがほぼ三等分するが、脚部がやや勝る。脚部の肥大化が顕著に認め られる。

②胴部の上部(肩 部)と 下部(底 部)の 段圏線が強調される。

一23一



③胴部の逆台錐形の形が丸味をおび、球形に近いも

のが表れる。

④頚部 と脚柱部(腰 部)に2条 の突帯(紐 飾 り)が

めぐらされ、装飾化が進む。

⑤全体の器厚は0定 のものが多いが、口縁部が肥厚

するものもある。

と、m期 は定形化 される段階に位置づけられる。

IV期

事例に正和3(1314)年 の銘が刻まれている奈良県

西大寺蔵の資料(図7-5)を 掲げる。IV期 も形態的

には皿期の特徴を踏襲するが、つぎのような特徴が顕

著になる。

①口縁部 と脚裾部が肥厚するものが多 くなる。

②口縁部と脚裾部の上下端に1条 ずつ段 もしくは沈

線がめぐらされる。

③口頚部頚と脚柱部(腰 部)な どに八葉蓮弁や珠紋

を飾 り、装飾化を一層進めたものが増加する。

④脚部の肥大化がより一層 顕著となる。脚径が口径

を上回り、脚柱部(腰 部)も 頚部より太 く、口頚

部に対 し て脚部の大型化が著しく、ずっしりと

した安定感をもつ。図8は 、1～IV期 に相当する

花瓶の口径、胴径、脚径を高さで割った比率を比
図11SK-1出 土亜字形花瓶

べたグラフであるが、新 しくなるにつれて脚径が胴径に近づ き、ついにそれを上回り、脚部の肥大化 していく

ことがわかる。

このIV期 の段階は装飾化が著 しく発達するとともに、脚部の肥大化が著しい時期 と位置づけられる。また、この

時期には紀年銘の刻まれた花瓶あるいは同伴品の紀年銘などから年号のわかるものが存在する。その年代は、13世

紀末～14世 紀初頭(1300～1314年)と15世 紀前葉(1439～1441年)の 二時期があ り、前者は鎌倉時代後期に、後者

は室町時代にあたる。この二者はどちらも形態的にはよく似ているが、どちらかというと後者は肩の張 りがなくな

り、胴部がラグビーボールの両端を切 り取ったような形を呈し、つぎへの規格化の兆 しが見受けられる。

以上のように亜字形花瓶を4期 に型式分類 したが、実年代の手掛か りが得 られたのはIV期 だけである。現在のと

ころ、得 られた最 も古い年代が1300年 であ り、IV期 がそれをどこまで遡 りうるのかは不明である。各時期の年代に

ついての考察は別の機会に譲るとして、つ ぎに宗高尾出土花瓶の年代観を見てみたい。宗高尾の花瓶の形態的特徴

は前述 したように、

①口縁部と脚裾部が肥厚 し、外面上下端に段状 もしくは沈線がめぐる。

②頚部と脚柱部(腰 部)に2条 の突帯(紐 飾 り)が めぐる。

③胴部の上部(肩 部)と 下部(底 部)に 段状の圏線がめぐり、球形に近い形態をを呈す。

④頚部と脚注部(腰 部)が 太 く、脚裾径が口径に勝る。

といった特徴を具えている。この特徴はまさしくIV期の特徴に一致する。しかし、その形態は室町期よりも鎌倉期

の特徴に近い観がある。詳細についてはさらに追究しなければならないが、それは今後の課題としてここではその
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製作時期を鎌倉時代の範疇で捉えておきたい。

土師皿(図5-1～32・10)

SK-1か ら出土した土師皿は、土坑が埋め戻されたのちに土坑の四隅に置かれたものと、土坑内に埋納されたも

のと、大きさによる使い分けがされている。前者は小型品8枚(1～8)で 、後者は大型品24枚(9～32)で ある。

小型品の大きさは、口径が6.3cm前後、高 さが2cm前 後をはか り、大型品は口径が9cm前 後、高さが2.5cm前後であ

る。その製作技法や形態の特徴は小型品と大型品共に同 じで、全体に肉厚でぼってりとした作 りである。底部切 り

離 しは全てヘラ切 りで、内外面共に横ナデされ、口縁部は丸みをもつ。

青銅製薬匙(図6-1)

遺構に伴っていないが、山頂の平場周辺からSK-1に 関連 したと思われる遺物が検出された。その一つに青銅製

薬匙がある。おそらく密教法具の一つとして使われたものであろう。全長9.5cm、皿部は厚さ0.3㎜で1.8cm×1.6cmの

楕円状を呈し、柄部は尻尖りの方形に作 られている。

その他にも青銅製の飾 り金具(図6-2)や 青銅の円錐台形をした鐸状品(図6-3)、 用途不明の鉄製品(図

6-4)な どの金属器が出土 している。これらも包含層出土のため、その性格や時期などは不明であるが、おそら

くSK-1に 関連 した可能性が高い遺物 として捉えられよう。

〔小 結〕

以上に記 したSK-1の 地鎮遺構、遺物に鑑みて、今のところ宗高尾山に戦国時代の山城が築かれる前、山岳信

仰=修 験に関連 した山岳寺院が祀 られていたものと推察される。その時期については、花瓶の特徴から鎌倉時代に

考えられるが、花瓶が伝世されたものとするならば、土師皿の年代が地鎮遺構の時期を決定することになろう。花

瓶に共伴 した土師皿は、現在のところ当該地域での編年が進んでいないこともあって、土器からの時期比定は難し

い状況にある。その土師皿が花瓶の製作時期に一致するのか、それより新 しい時期に位置づけられるのか、将来の

研究を待たねばならないが、ここでは漠然と鎌倉時代に捉えておく。(浅 岡俊夫 藤田広幸)

3.宗 高尾山の地鎮資料について

宗高尾山の尾根上西よりで城塞築城以前とおぼしき遺構と遺物が発見されている。調査概要報告書に遺構配置図

が掲載されているがその遺構配置図のSK-1に あたる場所から地鎮資料 と推定される遺物が見つかっている。その

主な出土資料としては花瓶、薬匙、土師器の皿などであるがそれ らは一定の間隔を置いて整然 と配置されており地

鎮の儀式に伴って埋納された資料であることを物語っている。

概要の報告者はこの地鎮具の時期を鎌倉後期と推定しているのでその推定時期を信じて以下考察を加えてみよう。

出土資料としては5方 に掘られた穴より4～5枚 の組になった土師器の皿と四隅に2枚 ずつ8枚 の小皿、中央の

穴よりは青銅製の亜字形花瓶が発見されている。花瓶からは正確な分析を待たないとわか らないが、真珠 ・メノ

ウ ・瑠璃 ・水晶 ・金箔 ・籾殻などが紙にくるんだ状態で収められていた。

これは明らかに地鎮のために埋納された鎮め物で花瓶を地鎮法では賢瓶と呼んでこの瓶の中に5宝 ・5穀 ・5

香 ・5薬 の20種 物を納める。

ところでこうした地鎮法は密教による儀式にのっとって行われているが、当時の密教は台密と東密の2派 の流れ

がそれぞれ法流 を競っていたから、宗高尾山の資料はこのどちらかということになる。

歴史地理的な立地から言えば厳島神社の北方にあたり、平氏が神社を復興している時期と重なるとするならば台

密の影響が大きいとも考えられるが、地鎮に賢瓶を用いるのは台密の安鎮法にはみあたらない。 しかも台密で用い

られる輪宝や楓がみられないことからして東密の小野流による地鎮法の資料と推定される。
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小野流による地鎮は詳 しくは 「地鎮」 と 「地鎮鎮壇」の二法にわけられ、「地鎮」は敷地内に未だ堂塔の基壇 を

築かず普請をしない前に土地神に供養法を行う作法であり、「地鎮鎮壇」は堂塔の基壇を造って床板を張る直前に

修する作法で後世にはこの両法を併せ行う 「地鎮鎮壇合行の法」が一般的に修法 されている。「地鎮」法は建設予

定地に幌屋を作 りその内で行ずる。この作法の要点は鎮所の中心に瓶を埋め、五方に五色の玉を埋める。これにた

いして 「鎮壇」は基壇の八方に八輻輪と楓を埋め、瓶玉は埋めない。

宗高尾遺跡の例では瓶は発見されているが八輻輪などは発見されていないことか らして、尾根の西端より尾根の

主要部である 「東方」全体に向かって如法に祈願された 「地鎮」の遺構 と推定される。

儀軌によれば賢瓶の中には五宝一金 ・銀 ・瑠璃 ・真珠 ・水晶 五香一沈香 ・白檀 ・竜脳 ・i金 ・丁子 薬種一人

参 ・天門冬 ・石菖蒲 ・赤箭 ・伏苓(遠 志 ・荷杞)五 穀一稲穀 ・大豆 ・小豆 ・大麦 ・小麦(胡 麻 ・衆豆)を それぞ

れ紙に包んで納める。

ところで宗高尾遺跡では賢瓶を取 り巻いて5つ の土師器の皿を納めた穴と四隅に二枚あわせの皿を納めた穴が発

見されている。この穴の意義については多分にこの遺跡で修法を修 した阿閣梨の意楽によるところが多いので確か

な解釈はで きないが、五方に五丸石を納め汁(小 豆汁)・餅 ・菓 ・白飯などを土師器の皿に盛って供養 したもので

はないかと推察される。白飯を中心に餅 と汁を1対 にした指図を参考に掲げたが1つ の穴から5枚 の土師器の皿が

出土しているのとよく対応 している。

ところでここに言う五丸石(五 色玉)と は曼茶羅の五仏もしくは五方神 を表したもので青(瑠 璃)・ 黄(號 珀)・

赤(赤 珠)・ 白(水 晶)・黒(黒 石)の5色 で合計25個 を必要とし、玉が得難いときは石を五色に染めて もよいと

されている。ただこの石を五方の穴に納めたかもっと広 く敷地の五方に納めたか資料が発見されていないので決め

ることは出来ないが 「地鎮」の修法の通り如法に修されておれば遺跡のどこかに埋納されていた可能性はあるが色

を染めた人為的な石でも発見されない限 り土砂中の石との分別は容易ではないので捨てられた可能性が大きい。
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図13三 宝院憲深方 洞泉相承伝授録 八結 第五 覚禅鋤

宗高尾遺跡は出土遺物の性格から 「地鎮」の儀式を物語る資料と結論づけられるが、「地鎮鎮壇」とは区別する

ことのできる大変珍 しい遺跡である。それとともに地鎮の儀式は寺院建築に伴 う作法で、後世の城塞築城以前にこ

の地に何 らかの堂舎が建立されていたものと推定される。

中世の地鎮作法を如実に物語る資料として注目に値する遺跡である。

4.賢 瓶および賢瓶納入物の科学分析

賢瓶は表面が黄緑色の錆に覆われているものの保存状態は極めて良好である。賢瓶内には微小な金属 ・鉱物 ・種

子 ・紙などが粒状あるいは塊状の状態で残存している。これらのうち金属 ・鉱物の組成成分分析を行ったので報告

する。
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分 析 に は、 奈 良 大 学 設 置 の エ ネ ルギ ー分 散 型 蛍 光X線 分 析 装 置(エ ダ ッ クス社 製 イー グ ルXXL-NR)を 使 用 し

た。 分析 条件 は、 電 圧:20～30Kv、 電 流:450～600μA、 ター ゲ ッ ト:ク ロム 、 分析 ス ポ ッ ト:100μmφ 、 雰 囲気:

真 空 、 分 析 時 間:100～200秒 で あ る。 た だ し、 エ ネル ギ ー 分 散 型 の 蛍 光X線 分 析 装 置 に よ る元 素 の 定 量 分 析 は若 干

の誤 差 を含 んで い る。

(1)賢 瓶

賢瓶 は全 面 が 黄 緑 色 の 錆 に覆 われ て い る。 分 析 は肩 部 の 錆 の 少 な い部 分5か 所 を選 び お こ な っ たが そ の う ちの 比

較 的 良好 な デ ー タ3か 所 を下 記 に示 す 。

賢 瓶 の 表面3か 所 の分 析 で は、 銅(Cu)、 鉛(Pb)、 鉄(Fe)、 錫(Sn)、 ケ イ素(Si)の ほか 、微 量 の 銀(Ag)、

ア ル ミニ ウ ム(Al)、 砒 素(As)、 リ ン(P)、 カ ル シ ウム(Ca)を 検 出 した 。 この 結 果 か ら、 賢 瓶 は 銅 と鉛 に微 量

の 錫 を混 入 した合 金 に よ り鋳 造 さ れ た もの で あ る こ とが 判 明す る。 金 ・水 銀 が検 出 され な い こ とか ら、金 鍍 金 な ど

に よ る表 面 装 飾 は な され て い な い。 鉄 とケ イ素 は埋 蔵 中 に付 着 した 土壌 の 成 分 で あ ろ う。

試 料
検 出 元 素 お よ び 含 有 量(%)

Au Ag Cu Fe Pb Sn Hg Al As P Si Ca

-
■

9
白

00

一

一

一

(t>

一

(t>

77.0

…

78.6

2.8

4.7

3.2

11.4

19.6

18.2

3.4

2.2

(t)

一

一

一

一

(t)

(t)

(t)

(t>

(t)

(t>

(t>

(t>

5.4

5.7

(t>

(t>

(t>

(t)

平均 一 (t> 74.4 3.6 16.4 1.9 一 (t> (t) (t) 3.7 (t>

(2)賢 瓶 納 入 物

① 金 色 の 粒

金 属 ・鉱 物 ・種 子 ・紙 な ど の 塊 の 中 に 直 径2㎜ ほ ど の 金 色 の 粒 が 含 ま れ て い る 。 分 析 の 結 果 、 金(Au)・ 銀

(Ag)・ 銅(Cu)・ 鉄(Fe)・ カ ル シ ウ ム(Ca)を 検 出 した 。銅 は 賢 瓶 、 鉄 ・カル シ ウム は 土壌 の 影響 と考 え る と、

金40.3%と 銀9.8%の 比 は4:1と な り金 の 純 度 は80%、19金 と な る。

② 金 色 の箔

紙 ・鉱 物 な ど の塊 の 中 に1.5㎜ ×1mmの 金 箔 様 の もの が あ る。 分 析 の 結 果 、 金(Au)・ 銀(Ag)・ 銅(Cu)・ 鉄

(Fe)・ 鉛(Pb)・ ケ イ素(Si)・ カ ル シ ウム(Ca)・ チ タ ン(Ti)を 検 出 した。 銅 と鉛 は 賢瓶 、鉄 ・ケ イ素 ・カ ル シ

ウム ・チ タ ンは 土壌 の 影響 と考 え る と、 金55.2%と 銀5.7%の 比 は9:1と な り金 の純 度 は91%、21～22金 とな る。

金 箔 で あ ろ う。 同様 の金 箔 は、 他 の納 入 物 の塊 や ③ の表 面 に も付 着 して い る 。

③ 緑 色 の小 玉

直径3㎜ ほ どの うす い緑 色 の 小 玉 で 、 銅 玉 か と見 まが う もの で あ る。 分 析 の結 果 、 銅(Cu)・ 鉛(Pb)・ カル シウ

ム(Ca)・ 硫 黄(S)・ イ ッ トリ ウ ム(Y)を 検 出 した。 銅 と鉛 は 賢 瓶 の影 響 と考 え る と、 カ ル シ ウム が ほ とん どを

占め る 。真 珠 で あ ろ う。

④ 白色 の 小 玉

直 径3mmほ どの 白 色 の小 玉 で 、 表 面 の 一 部 に 薄 い 層状 の剥 落 が 見 られ る 。 分析 の 結 果 、 銅(Cu)・ ケ イ素(Si)・

カ ル シ ウ ム(Ca)・ イ ッ トリウ ム(Y)を 検 出 した 。 銅 は 賢 瓶 、 ケ イ素 は 土壌 の 影 響 と考 え る と,カル シ ウ ム が ほ と

ん ど を 占め る 。 真 珠 で あ ろ う。

⑤ 白色 の 小 玉

金 属 ・鉱 物 ・種 子 ・紙 な どの 塊 の 中 に直 径2㎜ ほ どの 白色 の 小 玉 が 含 ま れ て い る 。 分析 の 結 果 、 銅(Cu)・ カル

シ ウム(Ca)・ チ タ ン(Ti)・ イ ッ トリ ウム(Y)を 検 出 した 。銅 は 賢 瓶 の 影響 と考 え る と、 カル シ ウム が ほ とん ど
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を 占 め る。 真 珠 で あ ろ う。

⑥ 透 明 で 不 整 形 な鉱 物

表 面 に茶 色 の 汚 れ が 付 着 して い る が透 明性 の 高 い4㎜ ×3㎜ の大 き さの 鉱 物 で あ る。 分 析 の 結 果 、 銅(Cu)・ ケ

イ素(Si)・ カル シウ ム(Ca)・ チ タ ン(Ti)を 検 出 した 。 銅 は 賢 瓶 の 影 響 、 カ ル シ ウ ム とチ タ ンが 土 壌 の 影 響 と考

え る と、 ほ ぼ ケ イ素100%の 鉱 物 で あ る。 水 晶 で あ ろ う。

⑦ 透 明 で不 整 形 な鉱 物

表 面 に汚 れ が 付 着 して い る が 透 明 性 の 高 い2㎜ ×2mmほ どの 大 き さの 鉱 物 で あ る。 分 析 の 結 果 、 銀(Ag)・ 銅

(Cu)・ 鉄(Fe)・ ケ イ素(Si)・ カ ル シ ウ ム(Ca)・ カ リウ ム(K)・ ア ル ミニ ウム(Al)・ 硫 黄(S)・ チ タ ン(Ti)

を検 出 した。 銅 は 賢 瓶 の 影 響 、鉄 ・カ リ ウ ム ・ア ル ミニ ウ ム ・カ ル シ ウ ム は 土 壌 の 影 響 と考 え る と、 ほ ぼ ケ イ素

100%の 鉱 物 で あ る。 水 晶 で あ ろ う。

⑧ 透 明 で 不 整 形 な 鉱 物

紙 ・鉱 物 な どの塊 の 中 に 、 表 面 に 黒 い 汚 れ が付 着 して い る が 透 明 性 の 高 い1㎜ ×1㎜ ほ どの 微 細 な鉱 物 が あ る。

分析 の結 果 、 銀(Ag)・ 銅(Cu)・ 鉄(Fe)・ ケ イ素(Si)・ カル シ ウム(Ca)・ カ リウム(K)・ アル ミニ ウ ム(Al)・

硫 黄(s)・ チ タ ン(Ti)を 検 出 した 。 銅 は 賢 瓶 の 影 響 、 鉄 ・カ リ ウム ・アル ミニ ウム ・カル シ ウム は土 壌 の 影 響 と

考 え る と、 ほ ぼ ケ イ素100%の 鉱物 で あ る 。水 晶 で あ ろ う。

⑨ うす 青 色 半 透 明長 方 形 の物 質

表面 に汚 れ が 付 着 して い る が うす青 色 半 透 明 の1㎜ ×0.5㎜ の 大 き さで 、 一 部 に 銀 化 現 象 が 見 え る微 細 な物 質 で あ

る。 分 析 の 結 果 、 銅(Cu)・ 鉄(Fe)・ 鉛(Pb)・ ケ イ素(Si)・ カ ル シ ウ ム(Ca)・ カ リ ウ ム(K)・ ア ル ミニ ウ ム

(Al)を 検 出 した。 ケ イ素 を主 と して カ リウ ム ・カ ル シ ウ ム を含 み、 銀 化 現 象 が見 え る こ とか ら も、 ア ル カ リ石 灰

ガ ラス と思 わ れ る。

⑩ 不 透 明 な 青 い 鉱物

金 属 ・鉱物 ・紙 な どの塊 の 中 に1.5㎜ ×1.5㎜ ほ どの 青 色 の 玉 石 様 の もの が 含 まれ て い る。 分 析 の結 果 、 銅(Cu)・

鉄(Fe)・ 鉛(Pb)・ ケ イ素(Si)・ カ ル シ ウ ム(Ca)・ カ リ ウ ム(K)・ チ タ ン(Ti)を 検 出 した 。 元 素 分 析 で は ケ

イ素42.5%・ 鉛37.7%、 酸 化 状 態 で の 分 析 で は ケ イ素70.7%・ 鉛17.9%を 計 り、 天 然 鉱 石 か ガ ラス か の判 断 は難 しい。

表 面観 察 で は、 ⑧ の様 な銀 化 現 象 は見 られ ず 玉 石 の よ うに思 わ れ る。

⑪ 褐 色 の細 粒 の 物 質

鉱 物 ・種 子 な どの 微 細 な粒 の 中 に褐 色 半 透 明 の0.5mm～2.0㎜ の 小 片 が あ る。 分 析 の 結 果 、 銅(Cu)・ 珪 素(Si)・ カ

ル シ ウ ム(Ca)・ ア ル ミニ ウ ム(Al)・ 硫 黄(S)を 検 出 したが 、 中 で も硫 黄 を70%含 む特 異 なデ ー タ を得 た。 薬 香

の一一種 で あ ろ うか 。

⑫ 褐 色 の 細粒

褐 色 半 透 明 の2.0㎜ の 玉 片 様 の 小 片 で⑪ と酷 似 す る 。 分 析 の 結 果 、 銅(Cu)・ 鉄(Fe)・ 珪 素(Si)・ カ ル シ ウ ム

(Ca)・ ア ル ミニ ウ ム(Al)・ 硫 黄(S)・ チ タ ン(Ti)を 検 出 したが 、 硫 黄 を65%含 む特 異 な デ ー タを得 た。 薬 香 の

0種 で あ ろ うか
。

⑬ 穀 物 の殻

植 物 の種 子 や 茎 ・枝 の断 片 が い くつ もあ る 中 に、 稲 の籾 殻 と思 わ れ る もの が あ る 。⑬ は そ の 一 つ で 、残 存 の 長 さ

3㎜ を測 り籾 殻 の1/3程 度 が残 っ て い る 。 ほ か に も稲 の籾 殻 の 残 片 が い くつ か あ る。

⑭ 種 子 類 の塊

一辺10mmほ どの穀 類 の 種 子 の塊 で あ る
。 長 さ1.5㎜ ほ どの 麦 と思 わ れ る種 子 をは じめ 、小 さな種 子 類 が見 られ るが 、

そ れ らの 表 面 を土 壌 が うす く覆 っ て い て 詳 細 は 不 明 で あ る。 形 体 を よ く保 っ て い る もの の脆 いが 、 慎 重 に汚 れ を除
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去 し拡大観察すれば、種子の種類の判別ができそうである。

⑮ 植物の茎

長辺4㎜ ほど、推定直径6mmほ どの植物の茎と思われるものがある。表皮と皮層が外周に見え、内部には道管が

不規則に散在 している広葉樹である。香木または薬木であろう。

⑯⑰ 紙

金 ・水晶などの塊 を包むように一面に紙が張 り付いている。直径15～30μmの 繊維が よく見える。⑬～⑰の植物

の種子 ・茎や紙が良好な状態で残存するのは、銅製賢瓶の錆である緑青の殺菌作用によるものである。

今回、賢瓶納入物の分析で判明したものは、五宝では①②の金、③④⑤の真珠、⑥⑦⑧の水晶、⑨⑩の瑠璃であ

る。銀が見当たらないが①⑤⑩ を含む塊の中にある可能性 もあるが真珠を銀に見立てている可能性 もある。そうで

あるならば五宝は全てそろう。五穀では⑬の稲穀と⑭の麦(大麦か小麦かは不明)が確認され、さらに⑫⑮は五香 ま

たは五薬に該当するものと考えられる。そして、五宝と五穀はそれぞれに紙で包まれている。

種子の同定等の調査をさらに行う必要があるものの、以上の調査結果か ら、本賢瓶 ・納入物が地鎮の作法に忠実

に則ったことを示す極めて貴重な資料であるといえよう。
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(8)註2の 概要報告 では当該花瓶 を平安時代末期 に捉 えてい たが、現在 ではその変遷 を調べ る中で鎌倉期 に捉 えるのが妥 当と

考 えている。今後 ともさらに検討 を加 えてい くつ も りであ る。
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